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3.（地位責任） 

会員は資格や地位に応じた社会的責任を負う。 

技術者は特定分野に関して一般市民より高度な知識・技術を持っている。また人事権や

業務命令権、監督責任を持つ人間は、業務遂行上多くの人間の行動に関与する。したがっ

て会員は、それに応じた社会的責任を負わねばならない。その責任は所属する会社等の組

織に対する責任を超えるものである。 

 

4.（研究成果と知的財産） 

会員は研究成果の開示に努め、他人の知的財産を尊重しなければならない。 

知的財産は人間の人間たる活動の産物であり、これは社会のためにしかるべき対価のも

とに開示しなければならない。これを秘匿し、倫理にもとる活用をおこなって、社会に多

大なる損害を与えた事例に思いをよせながら自己の活動を規制しなければならない。また

他人の知的財産は尊重し、模倣・盗用などを行ってはならない。 

 

5.（説明責任） 

会員は自己の活動に対する説明責任を負う。 

会員の活動はこの倫理綱領に従うが、その活動内容については社会に対して説明責任を

負わねばならない。その活動が社会の権益や便益と相反する場合は、社会への説明責任を

優先した活動をしなければならない。 

 

6.（自己研鑽） 

会員は継続的に自己研鑽に務める。  

日進月歩する学術について、会員は常に自己研鑽に努め、科学技術力や知識の向上に努

めなければならない。その範囲は自己の専門とする分野に留まることなく、社会情勢や政

治経済分野に及ぶ。 

 

7.（継承） 

会員は自己の知識や技術を互いに伝達・継承しなければならない。 

豊富な知識や技術を保有する者、成長過程にある者を問わず、互いに知識や技術の相互

伝達・継承を盛んにしなければならない。次世代への知識や技術の継承と向上を目指し、

社会の永続的発展に努めねばならない。 
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【参考】「科学者の行動規範について」（日本学術会議声明）

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-20-s3.pdf



